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～キヤンディにいろんな色や味があるように、子どもにもいろんな個性や良さがある～

●11月 :オ レンジリボンフェス,開催●
11月 は『児童虐待防止推進月間』です 1最近、子どもの出生数が 12年連続減少してい

ると報じられた一方で、児童相談所への虐待相談件数は過去最高となし|ま した。

子ども虐待への関心が高まっているのだと思いますが、それでも、年間約 50人 の子どもが

虐待I=よ って亡くなっています。

子ども虐待を失〈すための課題はた<さんあし|ま すが、子どもと関わろ大入自身が笑顔で

いられること、それが、子どもの笑顔にも繋がると思います。子育ては、嬉しい・楽しいこと

だけでなく、゙ まさ
い
まな悩みにぶつかることもあし|ま す。そんな時、ひとし|や家族だけで悩ま

ず、色んな相談先があることを知っていただきたいです。

「オじンジ|′ ボンフェスタ」では、大人も子どもも楽しめるコー十一、子育て支援情報が展

示 ゛れ て います .キ ャンデ ィも、制作 コー 十一 な ど準備 して出展 します !

尼崎に住む親子の皆 ん゙に沢山来ていただき、楽しんでいただけると嬉しいです
「 。

ヽ OX

r キャンディは、児童福祉法に基づき、兵庫県から認可を受け設置された「児童家庭支援センター」l

: です。キャンディでは、主に3つの事業を行い、地域の子育てを支援しています。        :
: ◆相談事業…18歳までの子ども自身の悩みや子どもとのかかわり、家庭の心配事など、子どもと家 :

庭に関するあらゆる相談を受けます。たとえば…育児 (性格・ しつけ)発達 不登校 i

虐待 非行 家庭内暴力 妊娠・出産 里親里子特有の悩みなど。         ξ

ひとりで悩まないでキャンディに相談してみて下さい。              1
◇受付時間 :月曜～土曜 9時～18時 (緊急の場合は24時間対応します。)    1
◇相談方法 :電話相談・来所相談(要予約)・ メール相談(返信は後日になります)・   :

訪間相談(尼崎市・芦屋市・西宮市内のご家庭・学校に訪問します)  :
◇秘密は守ります。 ◇相談は無料です。                    1

◆地域交流事業…親子の遊びの場の開放を行い、地域での仲間づ<り のための情報や、交流の場を
i

提供します。 ※日程は HPでご確認<ださい。

◆里親支援事業…里親制度の普及、里親里子の交流支援や勉強会、子育て相談、

地域情報の提供などおこなっています。

電話 :06-6491-1811
E―ITlall:candvOkodolTlono― le.,p●̀
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★オじンジ I′ ボンフェスタ2024 inあ まがさき★
日時 :2024年 11月 16日 (土)10時～15時

場所 :立花南生涯学習プラザ (尼崎市栗山町 2-25-28)
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10月勝里親月門です

家庭で育つあたたかさを

たくさんの子どもたちに
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里親制度について、「聞いたことはあるけれど詳しくは知らない」。そんな方が多いのでは

ないでしようか。現在の日本では、親と暮らせない子どもたちが約 4万人いると言われていま

す。2016年児童福祉法が改正され「家庭養育優先原則」が示されました。様々な事情で自分

の家族と暮らせない子どもたちが、健やかに育つために、より家庭的な環境で養育することが

求められています。里親登録数は増加傾向にありますが、まだまだ足 LJていません。この機会

に少しでも多くの方が里親制度に知つて頂き、興味をもつて頂けたら嬉しいです。

子どもの迎え方は7子どもを預かったら、ずっと一緒に過ごすの7

里親と言つても、短期的なものから長期的に預かるものなど、いろいろな子どもの

迎え入れ方があります。2′ 3日の短期間の預かり、一定期間の養育など、子ども

とのつながり方は様々です。

里親になるにはどうしたらいいの 7

①まずは児童相談所や里親支援機関に相談をしてく機さい。キヤンデイでもご説明

できます。②実習を含む数日間の石刑多と、家庭環境の調査があります。③都道府県

等の審査を経て、里親として登録されます。里親は支援機関のサポートを受けなが

ら行います。

～ シ ョー トス テ イ 雪親 の こ"紹介 ～

今年度 7月 より尼崎市ではショートステイ里親の募集が始まっています。子育てショートス

テイ事業は、子どもを育てている家庭の保護者が、病気や育児疲れ、冠婚葬祭などの理由によ

って家庭での養育が困難となつた場合に、子どもをお預かりする制度です。これまで市が指定

する福祉施設で預かっていましたが、今回新たに預け先が増え、登録した里親さんも子どもを

預かることができるようになりました。連続で利用できる日数は原則として 7日以内です。も

し里親さんが近くにいたら、そこから子どもが学校や保育園|=通 うこともでき利便性がぐつと

上がります。地域の子どもたちや、子育て中の人たちのため|=何かできないかなと考えている

方は、ぜひ「ショートステイ里親」も選択肢の一つに加えてもらえたらと思います。
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里親制度 |こ ついて知つて頂き、里親の輪を広|ザていきたいとキャンデイでは考えて

います。一人でも多くの子どもが、家庭的であたたかな環境で健やかに成長してい

くことを願っています。嘔
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子育て支援講座

8月 2日に、子育て支援講座を実施しました。おやこひろば『桜梅桃李』代表

のやなぎた|=和美さんが作つた『一緒に学ぼう !親子で性教育』の DVD書親子

で観てもらいました。性教育と問くと「恥ずかしい」と感じる保護者も多いと思

います。しかし、「性」|こ ついて知ることは、性に関するマナーと健康と、プラ

イバシーを守ることができ、自己肯定感も上がり、とても華せになれることにつ

ながる、とされています。DVDの中では、「性」|=関すること総けでなく、子ど

もが何か困つた時に保護者に話すことができることが大切授と伝えています。日

頃から子どもとのコミュニケーションを取るために、フアミリーミーテイングを

勧めています。盛り械くさんの内容で少し長かつたので、疲れたかもし

れませんが、「性教育」 |こ ついて親子で話すきっかけになってくれると

嬉しく思います。
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DVD視聴の様子
今、書店ではたくやんの

「性教育」の本があし1ま

す。小さい子向けの絵本
から小学生、思春期向け

などさまざまあるので、
一度手lミ 取ってみてはい

かがですか。
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性教育に関する

本の紹介コー十一

白い′

…ノ
ふ
〓

Ｊ ・1 a.
｀ お

性行為に関する話がメインだ

と思って参加しました。人が

幸せに生さる方法が知れた気
がして参加してよかったで

す.家庭の中で取し′入れてみ

ようと思いました。
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●●0●●0子育てサロン開催しました●●o●●こ

いつも子ども中心の生活でお忙しいママさんパパさんに、少しでも自分の時間を過ごして

もらいたく企昌しました !

就学前のお子さんのママ・パパ

テーマは毎回変わし1ま す。(制作や |メ ラックス法・子育て勉強会などなど)

完全託児ではあし1ま せんが、キッス・スペースでキャンディスタッ7が 見守し|ながら一緒|=

遊びます。

★ 目的★

★対象★

★内容★

★託児★

4月 27日 開催 『ちざし1絵』

1日

7月 19日 開催 『 l′ ラックス法』
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国 田競 馬場 方 面
大 阪 方 面

神戸方面

_______」

藻 川
社会福祉法人 神戸婦人同情会 子供の家

児童家庭支援センターキャンデイ
〒661-0974兵庫県尼崎市若王寺 3-16-3
丁EL 06-6491-1811
FAX 06-6491-1861
E―rTlali candy@kodonnono― :e.jp

lUIRL http://candy.kodonnono― ie.jp

◇阪急園田駅より

・徒歩15分

・市バス11系統 JR尼崎行き「小中島」下車 徒歩7分

◇JR尼崎駅より

・市バス24系統 阪急園田行き「小園」下車 徒歩5分JRЛ己山奇馬尺

ホームズ イオン

アマリリス

園 田

愛 児 園

尼 崎 市 立

小 園 小 学校

神戸方面

杭瀬方面

大阪方面
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キヤンディ


